
その4
辰 龍 たつ

夏です。ことしも「酷」暑予想。水に親しむ季節である。海、川、湖とともに水の観光名所は滝。瀧とも書く。ど

ちらも「さんずい」に竜と龍。暮らしに大切な水をつかさどるシンボルにもなっている架空の生き物。当然、古典

芸能には登場する機会が多い。

まずは文楽、歌舞伎の「金閣寺」修学旅行の名所、金閣。正面で記念写真を撮れば大満 足。瀧なんてあっ

た？昔の絵図にもあるが、舞台で正面左に大瀑布。雪舟の孫、雪姫は金閣を根城に天下を狙う松永大膳から

墨絵の龍を天井に画けと命じられる。家の手本が行方不明だと返答、ならば龍を見せてやると瀧の前で抜刀。

すると龍が水煙に浮かび上がる。これこそ雪姫の父が殺され奪われた名剣。父の仇発見・・・というドラマ。実際

の金閣は焼失し昭和の再建で天井絵に墨絵ではないが龍がいる。

歌舞伎「鳴神」も京都が舞台。鳴神上人は約束を破った朝廷を恨み 、岩屋不動の滝壺に龍神を封じ込め、

旱魃（かんばつ）にする。美女が派遣され、色香と酒で上人を堕落させ、滝壺の注連縄を切ると龍神龍女が天

空に逃れ、雨を降らせる、とともに稲妻も。稲妻は雷。

「かみなり」を逆さにすると「鳴神」になる。ちなみにモデルとなった岩屋不動の滝は「飛竜の滝」



筝曲の筝は、龍にちなむ言葉が多い。筝全体は龍に見立ててあり、演奏者の右側が龍頭。左に伸びる糸

に高さをつける龍角、胴は少しづつ細くなり左端を龍尾という。その手前の高くしたところは雲角。つまり龍は

雲を呼ぶ。雲竜だ。

雲竜柄の着物を着ているのは歌舞伎の「白浪五人男」盗賊のひとり忠信利平。竜は鉤爪に珠玉を握ってい

る。この派手な着物は五人男が鎌倉の呉服店、浜松屋で染めさせた。

能「龍虎」の龍はシテではなくシテツレ、冠に龍が配されている。その大型の龍がシテとして登場する能は「

春日龍神」明恵上人が唐に渡って仏法修行する決意を春日大社に祈願する。すると老体の神官が日本でも

仏法は学べると諭し、その奇瑞を見せてやろう姿を消す。後半は神官が龍神に姿を変え豪快に登場。頭には

巨大な龍台が載っている。多くの神々も連れ龍女の舞もある、派手な演出で薪能など野外でダイナミックに披

露される曲でもある。

伝統芸能では「襲名」が行事になっている。「襲」という字は「おそう」ではなく「かさねる」と読む。龍の衣は

びっしり重なった鱗。何代も続いた名跡と芸の衣鉢を重ね着するという意味。１１月には市川團十郎の１３人目

が誕生する予定だ。
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